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静
岡
市
内
で
本
年
度
の
調
査
研

究
テ
ー
マ
「
女
性
の
活
躍
」
に

関
す
る
第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
＝
写
真
＝
を
開
い

た
。
来
年
２
月
こ
ろ
ま
で
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
し
、ビ
ジ
ョ

ン
を
ま
と
め
る
。

　「
女
性
の
活
躍
」
は
「
み
ち

の
国
・
駿
河
構
想
～
静
岡
県
中

部
地
区
に
お
け
る
広
域
観
光
の

在
り
方
」「
中
部
地
域
の
創
生

ビ
ジ
ョ
ン
～
起
業
・
創
業
編
」

に
続
く
第
３
弾
の
テ
ー
マ
。
こ

と
し
５
月
開
催
の
中
部
地
域
経

営
会
議
総
会
で
出
席
者
の
間
か

ら
出
た
意
見
を
も
と
に
７
月
開

催
の
企
画
課
長
級
で
組
織
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
承
認
さ

れ
た
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
６

人
で
構
成
。
座
長
に
は
静
岡
大

大
学
院
情
報
学
研
究
科
教
授
の

笹
原
恵
氏
が
就
任
し
た
。

　
初
会
議
で
は
、「
女
性
の
活
躍
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
今
後
ど
う
絞

り
込
み
、
方
向
性
を
打
ち
出
し

て
い
く
か
、
そ
の
前
段
と
し
て

各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
討
論
。

こ
の
う
ち
問
題
意
識
と
し
て
は

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
外

せ
な
い
と
い
う
点
で
一
致
。
ま

た
、「
人
口
減
少
の
中
で
も
若
い

女
性
の
首
都
圏
へ
の
流
出
が
著

し
い
。
な
ぜ
首
都
圏
を
選
ぶ
の

か
も
押
え
た
い
」「
女
性
の
活
躍

と
い
う
と
マ
マ
世
代
の
こ
と
と

思
い
が
ち
だ
が
、
仕
事
に
意
欲

の
あ
る
60
代
、
70
代
の
高
齢
女

性
の
こ
と
も
考
え
た
い
」と
い
っ

た
意
見
が
出
た
。

　
こ
の
ほ
か
「
経
営
者
か
行
政

か
誰
に
向
け
た
提
言
に
す
る
か

明
確
に
す
べ
き
」「
経
営
者
の
意

識
が
変
わ
れ
ば
女
性
が
生
き
生

き
仕
事
に
打
ち
込
め
る
」「
行
政

が
か
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
子

育
て
支
援
は
外
し
、
女
性
の
活

躍
に
絞
っ
た
方
が
い
い
」「
女
性

の
問
題
は
総
じ
て
男
性
の
問
題

で
も
あ
る
」「
業
種
ご
と
の
提
言

が
で
き
れ
ば
こ
れ
ま
で
に
な
い

も
の
が
で
き
る
」
な
ど
熱
い
討

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
次
回
も
引
き
続
き
絞
り
込
み

に
向
け
た
討
議
を
行
う
。

　
中
部
地
域
８
市
町
の
自
治
体
、

商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
大
学
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
構
成
す
る
中
部

地
域
経
営
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、

方
向
性
絞
り
込
み
で
意
見
交
換

座
長
に
静
岡
大
院
教
授
の
笹
原
氏

中部地域経営会議ワーキンググループ

女性の活躍に向け協議スタート
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